
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西郷第二中学校 

学校だより 
西郷第二中学校 第１８号 

令  和  ３年 １０月 ６日 

文責 ： 校長 櫻 田  渉 

新型コロナウイルスへの対応について 
９月３０日（木）をもって約半年ぶりに全国的な緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置が全面解除となり、

１０月１日（金）からは基本的対策を引き続き行っていくこととなります。９月２１日付けの村教育委員会の通

知のとおり、移行期間を終了して学校の行動レベルは１となり、感染対策を講じながらできるだけ通常の教育活

動を行っていきます。 

しかしながら、感染の再拡大が懸念されることから、行動レベル２における対応である「同居する家族に発熱

等の症状が見られる場合は出席停止の措置をとる」については、行動レベル１に移行した後も当面の間同様の措

置をとっていきます。ご家族に体調不良の方がいる場合、お子様の感染が不安な場合など、ぜひ学校にご相談く

ださい。（１０月４日付けの村教委の文書でもお知らせしています。） 

１０月１６日（土）の紫苑祭については、現在のところ学年ごとに保護者の方を入れ替えながらご覧いただく

予定となっておりますが、今後も感染状況を見極めながら実施を検討していくことになりますので、直前の急な

変更もあり得ることをあらかじめ理解くださいますようお願いいたします。 

交通安全教室(9/28 全学年) 
９月２８日（火）６校時、白河警察署交通課と西郷駐在所から２名を講師にお招きして、交通安全教室を実施

しました。今回は、講話と DVD鑑賞をとおして、自転車の危険性と自転車乗車中に加害事故を起こしてしまった

ときの損害賠償等について学びました。 

講師の方からは、①余裕のないとき、急いでいるときに事故が起こりやすい 

こと、②安全確認がとにかく大切であること（走り慣れた道こそ）の２点につ 

いて特に意識してほしいとお話がありました。 

また、令和３年６月からは、横断歩道を横断する人が手を挙げて横断の意思 

表示をするように義務づけられたというお話もありました。これから日が短く 

なる季節になり、特に夕方は視認力が低下すると言われています。子どもたち 

に交通安全を促す私たち大人も、事故には十分注意していきましょう。 

避難訓練(9/30 全学年) 
９月３０日（木）６校時、第２回の避難訓練を実施しました。第２回は事前 

告知なしで訓練を行いましたが、本校の子どもたちは全く慌てることなく、安 

全に速やかに避難をすることができました。特に、非常ベルが鳴ったとき、移 

動中の廊下で立ち止まり非常放送を聞こうと静かに待機していた姿はたいへん 

素晴らしかったです。 

避難完了までに要した時間は２分２５秒でした。事前予告なしでこの規模の 

学校としてはかなり早い行動だと思います。 

 グラウンドに避難した後は、防火管理者（教頭）による初期消火訓練を各学 

年の代表者が行いました。総評では私から煙の性質を説明し、学校以外の公共 

の建物で火災に遭遇したときの避難の仕方等を学びました。また、宿泊を伴う 

学校行事の際、加えて個人旅行の際にも、宿泊部屋に備え付けられている避難 

経路図の確認を習慣にするよう話をしました。１９日から予定されている修学 

旅行は、よい実地訓練の機会となりますね。 

通学路安全推進会議(10/4) 
１０月４日（月）西郷村通学路安全推進会議が開かれました。郡山国道事務所、県南建設事務所、白河警察署、

西郷村建設課・防災課、村内各小中学校長が集まり、通学路の危険な箇所の状況を確認すると共に、対応の進捗

状況等について共有しました。今年度、村内でも交通事故が発生したり不審者の情報が相次いだりしており、子

どもたちの安全な登下校のために関係機関が連携して対応していかなければなりません。 

地域の道路の危険箇所や交通状況についてお気づきの点があれば、ぜひ学校までご連絡いただけると大変あり

がたいです。 



３年２組学級新聞『あり Tしか勝たん！』９月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


